Word版　DictJugglerテキストブラウザ入門　
この表示の文字が小さすぎると思われる方は、ウィンドウ左下の「100%」の文字をクリックして、適当な大きさに拡大してお読みください。

テキストブラウザの機能

ご覧のとおり、DictJugglerではウェブページだけでなくWordのファイルを表示することもできます。Wordファイルのほか、テキストファイルとRTFファイルも開くことができます。Wordなどのファイルを開いたときは画面上のボタンやアドレス欄が表示されません。

Wordなどの文書についても、もちろん「ワンクリック辞書引き」機能を使うことができます。先ほどと同じ例で、お試しになってみてください。
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ローカルファイルの表示

DictJugglerでは、インターネット上のファイルだけでなく、ご自分のパソコン内にあるファイルを開いて、辞書を引いたり検索したりしながら参照することもできます。パソコン内にあるファイルを開くには「ファイル」メニューから「開く...」を選択してください。Word、テキスト、RTF（Rich Text Format）、それにHTML形式のファイルを表示することができます。

ウェブページなどインターネット上にあるファイルを開くには、DictJugglerのウェブブラウザのウィンドウでURL（アドレス）を指定してください。
ローカルファイルの表示

現在、DictJugglerのテキストブラウザはPDFファイルには直接対応していません。しかし、PreviewあるいはSafariでPDFファイルを開き、サービスメニューを経由することでDictJugglerで辞書引きすることができます。「システム環境設定」→「キーボードとマウス」→「キーボードショートカット」→「アプリケーション・キーボードショートカット」→「全アプリケーション」で「DictJugglerで辞書引き」（バージョン1.24からは「DictJuggler」）という項目を加えれば、文字列を選んで指定したキー（たとえばF1キー）を押すだけでDictJugglerで辞書引きができます。詳しくは『DictJuggler入門』のページに戻ってから「キーボードショートカット」で他ソフトからワンタッチ辞書引き」（http://www.marlin-arms.com/jpn/software/dictjuggler/intro.html#shortcutkey）をご覧ください。

--------------------------------------------------

ウィンドウ左上の赤いボタンをクリックしてこのウィンドウを閉じ、『DictJuggler入門』のページにお戻りください。
